














1.妊娠中毒症発症の背景因子 

1)肥満の妊娠中毒症発症に及ぼす影響 

前年度の班研究で,妊娠中毒症の発症誘因として,遺伝的な高血圧素質を代表とする体質的

因子が有力な部分を占めていることを明らかにした。一方,栄養,食生活をも含めた妊婦の

社会的・経済的因子も無視できないのではないかと考えられる。特に社会・経済的因子に

ついては,最近の過剰栄養摂取,生活活動の低下などからもたらされる肥満傾向が,妊娠中

毒症の発症にいかにかかわっているかを検討することは意味が大きいと思われる。そこで

非妊時の身長,体重の数値から Ka-up 指数を計算し,その値から考えられる妊娠前の肥満度

別の妊娠中毒症発症率を求め,これらの因子が妊娠中毒症の発症因子として,どのような意

味を有するかについての検討を行った。 

Kaup 指数は body mass index ともいわれ,加齢による影響を最も受けにくい安定した指標

といわれている。一般に,同指数は表 1のごとくして算出され,20～22 の間が最も平均的な

体位を示すといわれている。 

今回は,標本集団の 85%出現率の範囲を超えるものとして Kaup 指数 18 以下を痩身群と

し,24 以上のものを肥満群として類別し,その中間のものすべてを対照群とした。実数

1,065 例中,肥満者は 72 例(6.8%),痩身者は 67例(6.3%)であった。したがって対照例は 926

例(86.9%)となる。 

これら各群からの妊娠中毒症発現率を,妊娠最終期の妊娠中毒症(分娩入院時の妊娠中毒症

発現)を目標として算出すると以下のごとくになる。痩身群 67 例中 4 例(6,0%)対照群 926

例中 57例(6.2%)肥満群72例中 15例(20,8%)推計学的には肥満群と他の 2群との間には 1%

以下の有意差が認められる。 

以上から,肥満が妊娠中毒症の有力な発症誘因となることは明らかであるが,肥満者には高

年齢,経産婦が多いことも確かめられているので,加齢や前回妊娠での妊娠中毒症などの影

響を受けているとも考えられる。 


